
Movement of prefecture

1617 「美ら島沖縄」2006.4「美ら島沖縄」2006.4 「ちゅらさん運動」で築く安全・安心な沖縄県 毎月3日は、「ちゅらさん運動の日」
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沖
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術
大
学
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を

中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
世
界
最
高
水
準
の
研
究
教
育
機
関
を
目
指
す
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
の
開
学
に
向
け
て
、準
備

が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　
三
月
四
日
、大
学
院
大
学
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、キ
ャ
ン
パ
ス
建
設
予
定
地（
恩
納
村

字
谷
茶 

南
恩
納
地
区
）近
く
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

国
際
レ
ベ
ル
の
ま
ち
づ
く
り
を

大
学
と
地
元
が
と
も
に

大
学
院
大
学
と
周
辺
の

「
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て

今
後
の
県
の
取
り
組
み

大学院大学キャンパス・プラニング・グループ
議長の北野宏明氏による講演

先行研究プロジェクト代表研
究者の遠藤省吾氏

コーディネーターの
名桜大学教授宮平栄治氏

恩納村教育委員会委員長の
島袋正重氏

恩納村商工会会長の
當山憲一氏

お問い合わせ

　

大
学
院
大
学
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
地
元
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
く
た
め
に
開
催（
主
催
：
沖
縄
科
学
技

術
大
学
院
大
学
設
置
促
進
県
民
会
議
）さ

れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、多
く
の
村
民
の
皆

さ
ん
の
姿
が
見
ら
れ
、今
年
一
月
に
発
表

さ
れ
た
施
設
整
備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
発

表
を
受
け
、い
よ
い
よ
具
体
化
す
る
大
学

院
大
学
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま

し
た
。

　

大
学
院
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
・
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
・
グ
ル
ー
プ
議
長
の
北
野
宏
明
氏
は
講

演
で
、施
設
整
備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
内

容
や
海
外
の
学
園
都
市
な
ど
の
様
子
を
ス

ラ
イ
ド
で
紹
介
し
な
が
ら
、キ
ャ
ン
パ
ス
設

計
で
は
国
際
レ
ベ
ル
の
研
究
者
の
受
け
入

れ
の
た
め 

質 

を
追
求
し
、高
品
質
の
研

究
・
住
居
環
境
の
提
供
に
向
け
、国
際
標

準
に
合
わ
せ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
を
行
っ

て
い
く
と
説
明
し
ま
し
た
。ま
た
、恩
納
村

が
大
学
院
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
建
設
地
と

し
て
決
定
し
た
理
由
は
、自
然
の
美
し
さ

に
あ
る
と
し
、国
際
レ
ベ
ル
の
研
究
者
に

大
学
院
大
学
へ
来
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

研
究
者
を
魅

了
す
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

美
し
い
海
岸
線
の
保
全
な
ど
積
極
的
な
環

境
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　

先
行
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
研
究
者

の
遠
藤
省
吾
氏
、地
元
恩
納
村
商
工
会
会

長
の
當
山
憲
一
氏
、教
育
委
員
会
委
員
長

島
袋
正
重
氏
ら
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

遠
藤
氏
は
、研
究
者
の
一
人
と
し
て
科

学
を
身
近
に
感
じ
て
く
れ
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
抱
負

を
語
り
、大
学
院
大
学
関
係
者
の
半
数
は

外
国
人
に
な
る
こ
と
か
ら
、地
元
の
皆
さ

ん
に
は
国
際
化
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
協
力
を
求
め
ま

し
た
。さ
ら
に
、研
究
者
と
一
緒
に
働
く
技

術
員
を
育
成
す
る
教
育
機
関
の
整
備
に
つ

い
て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

當
山
氏
か
ら
は
、下
水
道
の
整
備
や
電

線
の
地
中
化
、海
岸
線
の
遊
歩
道
化
な
ど

自
然
環
境
の
保
存
に
つ
い
て
商
工
会
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
し
、大
学
院

大
学
関
係
者
と
の
交
流
を
見
据
え
四
月

上
旬
に
設
置
予
定
の「
恩
納
村
大
学
院
大

学
協
力
会（
仮
称
）」へ
の
多
数
の
村
民
の

協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

島
袋
氏
か
ら
は
、そ
の
半
数
が
外
国
籍

で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
大
学
院
大
学

関
係
の
子
弟
受
け
入
れ
課
題
に
つ
い
て
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
学
院
大
学
の
開
学
に
向
け
、大
学
院

大
学
近
辺
に
第
一
次
医
療
が
提
供
で
き
る

医
療
機
関
を
確
保
す
る
な
ど
医
療
の
充

実
、自
動
車
道
整
備
を
含
め
た
ア
ク
セ
ス

ル
ー
ト
の
整
備
、情
報
通
信
基
盤
の
整
備

な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

大
学
院
大
学
を
中
心
に
企
業
や
研
究

所
が
集
積
す
る
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
を
形
成

す
る
こ
と
を
目
標
に
、開
学
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

県科学技術振興課 TEL：098-866-2560 FAX：098-866-2799

施設整備マスタープランより
恩納村字谷茶、南恩納地区
222.1ha（丘陵地区：約213.4ha、海岸地区：約8.7ha）
開 学 時：主任研究者が50人規模、建物面積が約7万㎡
将来構想：主任研究者300人程度、建物面積約25万㎡

：
：
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キャンパス所在地
敷 地 面 積
施 設 規 模
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お問い合わせ 県健康増進課 TEL：098-866-2209 FAX：098-866-2289

終了する業務

●就職・進学、免許申請（更新）、
　事業所定期検診など診断書発行
　のための健康診断
　〔一般健康診断〕

●診断書や証明書の発行を目的と
　する個別検査
　（細菌、尿、虫卵、ぎょう虫など）

●中部福祉保健所

　（中部保健所）

●中央保健所

●南部福祉保健所

　（南部保健所）

対象機関

　エイズの原因は、ＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）と呼ばれるウ
イルスの感染です。ＨＩＶは血液、精液、膣分泌物、母乳に含まれ
ていて、性行為、授乳、輸血、注射針の共有などで感染します。エ
イズは、ＨＩＶに感染し免疫力が低下することによって発病し、
さまざまな感染症や悪性腫瘍にかかってしまう病気です。感染
に気づかないままでいると、感染後約10年程度で発病します。
　平成18年１月１日現在の届け出数は、全国でＨＩＶ感染者
7,338件、エイズ患者3,623件、県内では、ＨＩＶ感染者48件、
エイズ患者37件となっています。本県における人口10万あたり
の届け出数は、九州地区で最も多くなっています。
　感染経路の85％が性的接触感染で、20代、30代の届け出数
が増加しています。エイズは特別な病気ではなく、性行為をする
人なら誰でも感染する可能性があります。
　ＨＩＶ感染を防ぐには、次の3点を確認し安全な性行為を行う
ことが大切です。
①相手も自分もＨＩＶに感染していない。
②お互いに他のパートナーがいない。
③最初から最後まで、正しくコンドームを使う。
　エイズについて関心を持ち、正しい知識を身につけ実行するこ
とが、あなたとあなたのパートナーを守ります。

　エイズ対策を含む感染症対策を強化するため、次に示す
業務については3月末日をもって終了しました。4月以降は、
最寄りの医療機関や検査機関のご利用をお願いします。
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あなたは関係ないと思っていま
せんか？

　本県ではＨＩＶ感染者・エイズ患者の届け出が増加して
おり、早期発見・早期治療のため、ＨＩＶ抗体検査の受診
機会の拡大が求められています。
　そこで、4月から中部福祉保健所（中部保健所）、南部福
祉保健所（南部保健所）、中央保健所において、検査日当
日に結果を説明する「ＨＩＶ抗体即日検査」の実施日を拡
大します。

　ＨＩＶ感染のリスクを高める性器クラミジア感染症が
10代、20代の若い世代で増加しています。自覚症状がな
いことも多く、女性の場合、未治療のまま放置しておくと不
妊などの原因にもなります。
　県ではその対策の一環として、5月から中央保健所にて、
クラミジア感染症の検査を開始します。詳しい内容につい
ては、中央保健所（TEL098-854-1005）までお問い合わ
せください。

　結核は、確実な治療こそが最大の予防と言われていま
す。結核患者の確実な治療のため、保健所では医療機関と
連携し、患者さんの服薬を直接確認する「直接服薬確認
短期化学療法（DOTS）」により、治療体制の強化を進めて
いきます。

ＨＩＶ抗体即日検査日の拡大

クラミジア検査の実施2

結核業務の強化

Red Ribbon

感染症・結核業務を強化します
　県では、感染者や患者の増加が懸念されるエイズ、発生が危惧される新型インフルエンザなどの感
染症対策のほか、確実な治療を目指した結核対策を推進するため、平成18年4月から保健所業務の
一部を次のとおり充実強化します。

一般健康診断などの業務終了


